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すくらむ 21 1～3月の新入荷書籍  ※すくらむ 21で読めます＆借りられます。 

幼児の性自認ー幼稚園児はどうやって性別に出会うのかー 
著者：大滝世津子 出版社：みらい 

就職四季報女子版 2018年版 
編著：東洋経済新報社 出版社：東洋経済新報社 

僕が家庭科教師になったわけ──つまるところの「生きる力」 
著者：小平陽一 出版社：太郎次郎社エディタス 

仕事のカタログ (自由国民ガイド版) 
出版社：自由国民社 

男性養護教諭がいる学校 
著者：川又俊則・市川恭平 出版社：かもがわ出版 

資格取り方選び方全ガイド 2018年 
編著：高橋書店編集部 出版社：高橋書店 

ディズニー･プリンセスのゆくえ──白雪姫からマレフィセントまで 
著者：本橋哲也 出版社：ナカニシヤ出版 

女性白書 2016 一億総活躍社会と女性 
編著：日本婦人団体連合会 出版社：ほるぷ出版 

女の子は本当にピンクが好きなのか 
著者：堀越英美 出版社：P ヴァイン 

ルポ 貧困女子 
著者：飯島裕子 出版社：岩波書店 

たまごちゃん、たびにでる 
著者：フランチェスカ・パルディ 絵：アルタン  
出版社：イタリア会館出版部 

女性ホームレスとして生きる―貧困と排除の社会学 
著者：丸山里美 出版社：世界思想社 

次の野球 
編著：株式会社横浜DeNA ベイスターズ 出版社：ポプラ社 

失職女子。～私がリストラされてから、生活保護を受給するまで 
著者：大和彩 出版社：WAVE出版 

ルポ 父親たちの葛藤 仕事と家庭の両立は夢なのか  
著者：おおたとしまさ 出版社：PHP 研究所 

最貧困女子 
著者：鈴木大介 出版社：幻冬舎 

 

著者：サンリオ 
出版：大和書房  

最近はさまざまな情報手段があり、情報源があり、情

報がありすぎてついていけません。たくさんのメディア

から流れてくる情報の中にはフェイクもあり、ますます

自分で情報の選択と真偽の程を見極めなくてはなりませ

ん。２４時間情報の渦の中に巻き込まれているといって

も過言ではありません。しかし、情報の渦の中にさらさ

れ緊張を強いられることはストレスがたまることです。

情報が気になり、ストレスがたまると、夜も眠れません。

目が爛々としてきます。 

そんな時、この本に出会いました。「ぐでたま哲学」で

す。人気の本なのだそうです。ご存知でしたか。今、３

巻まで出版されています。性別も年齢も不詳な、ゆるキ

ャラ的な卵の黄身が、さまざまな格言をちょっともじっ

て呟いている本です。ゆる～い頑張らない迷言集となっ

ています。例えばこんなのがあります。 

・良薬は口に苦し→良心も時に苦し 

・別れの数だけ出会いがある→恥の数だけネタにされる 

・日々是好日→日々是口実 

 

 

迷言の解説もクスッと笑えたり、ん～と考えたり、アハハ

と笑ったり、そのときの気持ちによって変わることもありま

す。私のお気に入りを二つ紹介します。 

「憎まれっ子世にはばかる」⇒「憎まれっ子世にはぶられる」 

夢を持ったら「現実はそんなに甘くない」といわれ、熱くな

ってみれば「オタク」と名づけられ、世の中をナナメに見れ

ば、「ゆとり」っていわれるんでしょ？知ってる。 

「下手の考え休むに似たり」⇒「下手の考え、休むに限る」 

「頭で考えるな。体を使え」って言われたり、「頭で考えてか

ら行動しろ」って言われたり、社会って理不尽だよね…。 

いかがですか。ストレスにさらされた寝る前のひと時、ち

ょっと「ぐでたま」に付き合ってホッコリしてみませんか。 

 

 

 

 

 

 

 

  


